
２０２５年（令和７年）１０月２３日（木曜日）

　

日
さ
く
は
さ
き
ご
ろ
、
２

０
２
５
年
社
内
技
術
発
表
会

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
い
た
。

テ
ー
マ
は
、「
培
っ
て
き
た

経
験
を
糧
に
し
て
、
日
々
技

術
力
向
上
に
努
め
よ
う
！
」

で
、
全
国
各
事
業
所
・
各
部

門
か
ら
若
手
中
心
に
11
人
が

日
頃
の
成
果
に
つ
い
て
発
表

を
行
っ
た
。
発
表
会
は
自
由

参
加
だ
っ
た
が
、
技
術
職
だ

け
で
な
く
事
務
職
も
含
め
た

全
従
業
員
の
約
半
数
に
あ
た

る
１
３
０
人
程
度
が
聴
講
し

た
。発

表
後
に
聴
講
者
に
よ
る

投
票
を
行
い
、
最
優
秀
賞
１

編
、
優
秀
賞
３
編
を
選
出

し
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
授

与
し
た
。

最
優
秀
賞
は
、
東
日
本
支

社
地
質
調
査
部
の
位
下
天

寿
氏
が
発
表
し
た
「
陥
没

の
発
生
に
伴
う
空
洞
調
査

事
例
」。
優
秀
賞
は
、
本
社

技
術
開
発
本
部
の
ヴ
ォ
ー
・

フ
ィ
ー
・
ソ
ン
氏
の
「
懸
濁

地
下
水
中
の
鉄
・
マ
ン
ガ
ン

濃
度
の
現
地
計
測
」、
東
日

本
支
社
土
木
部
の
荒
木
捷
志

氏
の
「
ｋ
ｉ
ｎ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
の

概
要
と
土
木
部
門
で
の
試
用

状
況
」、
東
日
本
支
社
さ
く

井
部
の
鶴
井
大
晟
氏
の
「
長

野
営
業
所
に
お
け
る
防
災
井

戸
さ
く
井
工
事
」と
な
っ
た
。

社
内
技
術
発
表
会
は
、
以

前
は
集
合
形
式
で
開
催
し
て

い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

２
０
２
１
年
度
か
ら
は
中

堅
・
若
手
社
員

が
実
行
委
員
会

を
結
成
し
、
企

画
か
ら
当
日
の

進
行
・
発
表
ま

で
を
担
い
、
オ

ン
ラ
イ
ン
形
式

で
の
開
催
を
継

続
し
て
い
る
。

若
林
直
樹
・

社
長
は
「
本
年

も
今
ま
で
と
同

様
、
中
堅
・
若

手
社
員
が
中
心

と
な
り
実
行
す
る
こ
と
に
よ

り
、
日
常
業
務
で
は
あ
ま
り

経
験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

企
画
力
な
ど
を
身
に
付
け
る

こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
も
、
中
堅
・
若

手
社
員
が
こ
の
技
術
発
表
会

を
通
じ
て
、
自
分
自
身
の
成

長
を
実
感
す
る
良
い
機
会
と

な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
、『
働

き
が
い
』『
や
り
が
い
』『
生

き
が
い
』
を
見
出
す
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
」
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
。

若
手
社
員
中
心
に
技
術
発
表

最
優
秀
賞
は
「
陥
没
の
発
生
に
伴
う
空
洞
調
査
」

日
さ
く

若手が成長を実感する機会となっている
技術発表会




